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第12回日本医学英語教育学会総会

第12回日本医学英語教育学会総会（2009年７月18－19日）を終えて

第12回総会会長　亀田　政則　

はじめに

　グローバルスタンダードに立った医学英語教育のあり
かたと国際コミュニケーション能力の育成をその創設目
的とする日本医学英語教育学会（The Japan Society for 

Medical English Education）の2009年度総会は７月18－19
日，福島県立医科大学看護学部棟を会場に開催された．
　東北地区で初めて開催される総会であることを考慮
し，⑴本学会の活動を紹介させていただきながら，⑵医
学・看護学および医療関連科学においてもとめられる医
学英語教育と国際コミュニケーション能力育成のありか
たについて，さまざまな講演（基調講演，会長講演，一
般演題）がなされた．さらにシンポジウムをとおして活
発な質疑応答が展開された．ワークショップも予定時間
を超過するほど充実したものとなり，参加者からも好評
を得ることができた．参加者は東京を開催地とした場合
と比べて少ないものとなったが，総じて充実した総会で
あったといえよう．

反  省  点

　総会には日本の国公立，および私立の医学部，看護学
部などでファカリティとして働いているアメリカ合衆
国，英国，オーストラリア等出身の教員と日本人の英語
教員にくわえて，今回はドイツと韓国からの研究者も参
加し，グローバルスタンダードに立った医学英語教育と

国際コミュニケーション能力の育成が緊要な課題である
ことがいっそう明らかにされた．
　しかしながら，福島県立医科大学は申し分ない会場設
備をもっていながら，それを利用するに至るためのアク
セスが悪いこと，大学内あるいは大学近辺に適切な宿泊
施設がないことは，今後全国レヴェルの総会を開催する
うえできわめて大きな問題であることもまた浮き彫りに
された総会であった．

謝　　辞

　今回の総会にあたっては，福島県立医科大学からは学
会開催援助金を，看護学部教員の皆様には総会両日に
亘って多大な支援をいただきました．ここに感謝申し上
げます．

○　総会のプログラムについては次頁を
ご覧下さい．
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第12回日本医学英語教育学会総会
第１日目（７月18日）プログラム
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第12回日本医学英語教育学会総会
第２日目（７月19日）プログラム


